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Ⅰ．論文の内容の要旨 
 
（１）論文の構成 
 本学位論文は，図 1 に示す内容より構成されている。すなわち，第 1 章にて
研究の背景，問題意識，関連する概念，研究目的について論じ，第 2 章から第 5
章にて量的および質的研究により研究の目的に関連する事象の解明を行い，第 6
章にてすべての研究結果をふまえた総合的考察を行うという構成である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 学位論文の構成 
 
（２）論文の内容要旨 
第 1 章 問題と目的 
 プロの演奏家や音楽を専攻する大学生（以下，音大生とする）は，一般の人に
比べて，メンタルヘルスの状態が低下していることが報告されている。彼らのメ
ンタルヘルスを低下させる要因の一つとして指摘されているのが演奏不安であ
る。そこで，本論文の目的は，熟練した演奏者のメンタルヘルスの向上に向けて，
演奏不安の構造の検討することとした。本論文では次のように研究を進めた。①
演奏不安の構造の検討，②演奏時に生じる心理・生理的反応（あがり反応）と実
力発揮度の関連の検討，③先行研究に基づいた演奏前不安測定尺度の作成，④こ
れらの結果を踏まえた演奏不安とメンタルヘルスの関連の検討という流れであ
る。 
第 2 章 演奏不安の経時的変化 
 本研究では，演奏不安の構成要因と演奏不安に関連する外的な要因の抽出お
よび要因間の関連を調査することを目的とした。3 人のプロのピアノ奏者に対し
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て，詳細な半構造化面接を行った。KJ 法により分析した結果，【演奏曲の特徴に
より生じる不安】や【失敗の反すう】などの特徴的な要因が抽出された。経時的
変化を考慮したうえで要因間の関連を検討した結果，演奏不安は大きく「本番
前」，「本番中」，および「本番後」の 3 ステージに分類されることが示された。
本研究の結果から，練習時から本番中にかけて様々な種類の不安や身体的不調
が生じた結果，本番中のパフォーマンスが低下し，本番後には演奏の失敗の反す
うが引き起こされることが示唆された。 
第 3 章 演奏時に生じる主観的あがり反応と実力発揮度の関係 
 本研究では，パフォーマンスを低下させる可能性のある演奏時に生じるネガ
ティブな心身の反応を「あがり反応」と定義し，演奏時のあがり反応とパフォー
マンスの関連を調査し，スポーツ場面と比較することを目的とした。調査協力者
の大学生を，パフォーマンスの実施場面によって，演奏群とスポーツ群，それに
対象群として日常生活群の 3 群に分けた。本研究の結果から，スポーツと日常
場面とは異なり，演奏場面では心理的あがり反応の得点が低いだけではなく高
過ぎる場合にも実力発揮度が低下することが示唆された。 
第 4 章 演奏前不安尺度（PPAS）の作成 
 本研究の目的は，演奏前に生じる不安を測定することのできる演奏前不安尺
度（PPAS）を作成することであった。探索的因子分析の結果，PPAS は，「演奏
の質に関する不安」と「演奏することに関する不安」の 2 因子で構成されること
が示された。クロンバックの α 係数により十分な内的一貫性が，確認的因子分
析により許容できる妥当性が確認された。加えて，PPAS の合計得点および各下
位尺度得点は，あがり経験特徴質問紙得点，CES-D 得点，感覚処理感受性得点
の間にそれぞれ正の相関が，自尊感情尺度得点との間に負の相関が得られた。以
上のことから，PPASは，十分な妥当性と信頼性を有しているものと考えられる。 
第 5 章 演奏不安，あがり反応，抑うつ傾向の関連 
 簡易的な質問紙を用いた Bannai et al. (2016)の先行研究では，演奏前に生じる
演奏不安が演奏中のあがり反応を引き起こし，最終的に抑うつ傾向を高めると
いう仮説が報告されている。本研究では，第 4 章で作成された PPAS を用いてこ
の仮説を検証することを目的とした。その結果，「演奏の質に関する不安」と「演
奏することに関する不安」が「あがり反応」を引き起こし，結果として抑うつ傾
向が高まると結論づけられた。さらに，演奏不安の内容の詳細な分析が可能とな
ったため，「演奏することに関する不安」があがり反応と最も強い関連を持つこ
とが示された。 
第 6 章 総合的考察 
演奏不安の経時的変化を考慮したうえで，演奏前，演奏中，演奏後の各時点への
アプローチを検討した。その結果，瞑想の一形態であるマインドフルネスが，演
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奏前に生じる「演奏の質に関する不安」，「演奏することに関する不安」，演奏中
に生じる心理，生理的あがり反応，演奏後に生じる抑うつ傾向や失敗の反すうの
低減に有効である可能性が示唆された。加えて，演奏の練習が演奏前に生じる
「演奏の質に関する不安」，ライフスキルが演奏後に生じる抑うつ傾向，反すう
の予防が演奏後に生じる失敗の反すうの低減にそれぞれ作用する可能性が示さ
れた。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
 
（１）論文の特徴 
本論文の特徴として種々の点が挙げられる。その中でも演奏不安の経時的変
化を明らかにしたこと，演奏前に生じる不安を測定する尺度を作成したこと，そ
れらの成果を基に演奏不安とメンタルヘルスの関連を明らかにしたことは，非
常にオリジナリティの高い研究といえる。 
特筆すべきは，本研究により演奏不安が「本番前」，「本番中」，「本番後」の 3
ステージに分類されることが明らかとなった点である。これまで当該分野にお
いては，演奏不安の定義や範囲が定まっておらず，どの段階で，どのような不安
に対して，どのような対処法略が有効であるのかを検討することが困難であっ
た。しかしながら，演奏不安が 3 ステージに分類されることが明確となったこ
とで，時系列を考慮したうえで，演奏不安への対処方略を考案することが可能と
なった。このことは，演奏者のパフォーマンスやメンタルヘルスを向上させるう
えで，意義のある結果と考えられる。 
 申請者も指摘するように，これまでに，著名な熟練した演奏者であっても，本
番前に生じる演奏不安により，演奏会への出演をキャンセルする事例が報告さ
れていた。しかしながら，演奏前に生じる不安の具体的な内容は明らかとなって
おらず，その程度を測定する評価尺度も開発されていなかった。本研究によって，
これまでに測定することができなかった演奏前に生じる不安を 2 因子で測定す
ることが可能となった。したがって，演奏会への出演キャンセルの防止や練習時
のコンディションの向上へとつながる可能性がある重要な示唆が得られたもの
と考えられる。 
これまでに，演奏者自身の経験から，演奏不安によって演奏者のメンタルヘル
スが低下する可能性が指摘されていたものの，それらの関連について，実証的に
検討された研究はほとんどなかった。本研究によって，演奏前に生じる不安が演
奏時にネガティブな心身の反応を引き起こし，結果として抑うつ傾向が高まる
という機序が明らかとなった。この点は，演奏者の演奏不安の低減やメンタルヘ
ルスの向上の介入を考えた場合などにおいて非常に有用な知見となるであろう。
最後になるが，演奏者のパフォーマンスやメンタルヘルスの向上について，スポ
ーツコーチングやライフスキル，それにマインドフルネスなど，多角的な視点か
らの考察がなされ，今後の介入研究へ期待のもてる内容となっている。 
 
（２）論文の評価 
本論文は博士論文に相応しく極めて論理的に構成され，先行研究も十分に考
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証がなされており，研究目的の設定の仕方も適切であった。また，量的研究と質
的研究を用いて総合的かつ実証的に研究が行われたことも評価された。加えて，
本論文を構成している個々の研究が，海外および国内の研究専門誌の審査を通
過して論文として公表されている点は高く評価すべきであろう。さらに，本論文
で得られた知見は，演奏者の福祉という点からもコミュニティ福祉学が関連す
る現場での活用が可能であるとともに，スポーツ科学など他の分野においても
広く応用可能性が認められる。 
以上の観点から，貴重な研究であると評価された。 
 
